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1. はじめに 

Trifluoroacetates Metal Organic Deposition(TFA-MOD)法で作製

した REBa2Cu3Oy(REBCO)線材は、他のプロセスに比べ装置コ

ストが低く、材料高収率であるため低コスト化が期待されてい

る。また、安価な液体窒素温度(77 K)下において、高い超伝導

特性を有するため電力機器応用にも期待されている。しかし、

磁場応用に向けては、磁場中臨界電流密度(Jc)を向上させる必

要がある。これまで、磁場中 Jc向上に向け BaZrO3(BZO)ナノ粒

子を人工欠陥として導入することにより、 TFA-MOD 

(Y0.77Gd0.23)Ba2Cu3Oy((Y,Gd)BCO)+BZO 線材は、等方的かつ高い

磁場中 Jc特性を得ることに成功している[1,2]。更なる磁場中 Jc

特性向上に向けては、BZOナノ粒子の添加量の増加が考えられ

る。しかしながら、TFA-MOD (Y,Gd)BCO 線材の結晶性及び超

伝導特性に BZO添加量が及ぼす影響は明らかになっていない。 

そこで、本研究では更なる磁場中 Jc向上に向け、異なる BZO

添加量の(Y,Gd)BCO+BZO 線材を作製し、それらが結晶性及び

超伝導特性に及ぼす影響を検討した。 

 

2. 実験方法 

本研究では、TFA-MOD 法を用いて(Y,Gd)BCO+BZO 線材を作

製した。金属基板上[2]に原料溶液を塗布し、仮焼成、本焼成を

行い、超伝導層を結晶化させた。BZO添加量を 4.5~12.8 vol.%

と変化させた。作製した線材の結晶性を X 線回析法、表面観察

を高解像度光学顕微鏡、超伝導特性は四端子法を用いて行った。 

 

3. 結果 

 Fig.1 に(Y,Gd)BCO+BZO 線材の面内配向性の BZO 添加量依

存性を示す。Fig.1より BZO添加量が 7.2 vol.%以下では結晶性

にほとんど影響はないが、7.2 vol.%を超えると結晶性が低下し

ていることが分かる。Fig.2に 77 Kにおける自己磁場臨界電流

密度(Jc
s.f.)の BZO添加量依存性を示す。BZO添加量が 7.2 vol.%

以下では高い Jc
s.f.(> 3.8 MA/cm2)を示した。一方、7.2 vol.%を超

えると Jc
s.f.が添加量増加に伴い低下していることが分かる。 

結晶性、超伝導特性及び微細構造観察より BZO 添加量の増

加に伴い、有効超伝導体積の減少、BZOサイズが大きくなるこ

とにより、母相の結晶性が低下し、Jc
s.f.に影響を及ぼしたと考

えられる。 

 当日の発表では、BZO添加量が微細構造及び磁場中超伝導特

性に及ぼす影響について報告する。 

 

 

Fig.1 BZO content dependence of ϕ for (Y,Gd)BCO+BZO CCs. 

 

Fig.2 BZO content v.s. Jc
s.f. for (Y,Gd)BCO+BZO CCs. 
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